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施 設 め ぐ り
岡山大学自然生命科学研究支援センター動物資源部門鹿田施設
縦木 勝巳･落合 和彦
岡山大学 自然生命科学研究支援センター動物資源部門
〔はしめに〕
岡山大学自然生命科学研究支援センター動物資
源部門鹿田施設(写真 1)は､岡山駅南方約 1.5km､
岡山市役所に隣接した鹿田地区の医学部歯学部キ
ャンパス (鹿田キャンパス)に昭和48年 3月､医
学部総合実験動物室 (第-･期工事)として誕生し
た｡昭和 55年4月には､これを母体として医学部
附属動物実験施設の設置が認可され､その2年後
に増築分 (第二期工事)が竣工し､現在の姿にな
ったO平成 15年には全国的な学内共同利用教育研
究施設統合化の流れの中で､医学部附属動物実験
施設は自然生命科学研究支援センター動物資源部
門鹿田施設-と改組された｡
写真 1 動物資源部門鹿田施設全景
筆者 (林木)が本施設に着任したのは､第一期
工事竣工から34年､第二期工事竣工から25年が
経過した平成 19年 1月で､この間､建物はほぼ原
型を保った状態を維持､経年劣化のみが進行 して
いた0本施設はイヌ ･ウサギといった動物種の利
用を前提とした構造を有し､ここ十数年来､医学
及び生命科学研究の主力となっているマウス ･ラ
ット､特に､膨大な飼育空間を要求する遺伝子改
変マウスの利用に適した構造となってはいない｡
そこで､筆者らの着任後､利用実態に合わせて施
設の改修･飼育室･実験室の用途変更を暫時行い､
施設の中身は2年前とは異なったもの-と変貌し
ていった｡なお､本会報第 2号において第二期工
事分竣工直後の昭和 58年 10月現在の本施設の現
況が､当時の施設管理者によって紹介がなされて
いる｡そこで､本稿では､最初に施設建物及び空
調設備の概要を簡易的に記述し､その後､筆者ら
が実施した施設改修及び設備更新を紹介すること
とする｡
〔建物及び空調設備の概要〕
本施設は前述のように約 10年ものスパンで建
設された2つの建物からなり､延床面積 4,475m2
で中四国地域にある国立大学の動物実験施設とし
工事分が鉄筋コンクリー ト3階､延床面積 1,141m2
第二期工事分が鉄筋コンクリー ト5階の延床面積
3,334m2である｡
室配置については､筆者が着任した時点ではブ
タの飼育区域の真ん中に小動物用X線照射装置が
設置されていたり､職員居室区域に隣接してサル
飼育 ･実験区域があったりと現代の常識では考え
られない状態で運用されていた｡そこで､筆者ら
が着任直後から積極的に飼育室 ･実験室の再配置
を行い､現在の室配置になった｡すなわち.第-
期工事1階はマウス ･ラットセミバリア飼育室を
併設したオープンラボ区域､2階はマウス実験区
域､3階は外科手術を伴う小型動物実験区域とし､
ラット･フェレット等の取扱区域としたO -方､
第二期工事分1階には､感典実験区域とマウス ･
ラット検疫室､サル飼育室､ヒヨコ飼育室を.2
階には教職員の居室､受付､セミナー室､教員実
験室､外科手術 トレーニング室を配置した03階
には元々中型動物実験区域であったので､施設各
所に分散していた中型動物飼育室をできるだけこ
の区域に集約したD4階は小型動物実験区域 (マ
ウス･ラット･スナネズミ･モルモ､ソト･ウサギ)
として飼育室の配置を整理し､5階をマウス専用
のバリア区域とした｡
本施設には､第一期工事分西端に小型エレベー
タ (400kg､6人用)一基と東端にダムウェ一夕
(300kg)一基が配置され､建物の東側に焼却炉(現
在､使用停止)が併設してある｡建物東端にある
ダムウェ一夕はゴミの排出用として設置されたも
のと考えられるので､第一期工事分は動線的には
西側はどクリー ン度が高いように計画されたもの
と推測される｡第二期工事分では西側に大型エレ
ベータ (750kg､11人用)一基が配置され､建物
の東側で第一期工事分と連絡しているので､施設
全体としても西側ほどクリー ン度が高い構想のよ
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写真2 導入した指静脈認証装置
応､上に行くほどクリー ン度の高い動線として設
計されたような感じであるが､明確に清浄区域と
汚染区域を分けることが難 しい｡何よりも､5階
まで行くことができ､中型動物の運搬台車が運べ
るエレベ一々は第二期工事分で設置したもの一基
だけである｡このため､このエレベータで利用者
の昇降､中型動物の移動を行わざるを得えず､病
原微生物の感染防止上の最 kの問題点となってい
る｡
施設-の入館に関しては.感染実験区域が建物
内部で他の領域と一切連絡がない構造となってい
るので､この区域のみ1階の専用玄関から入館し､
それ以外は2階の玄関から入館する形式となって
いる｡それぞれの玄関には平成 19年度途中から､
これまでのカー ド式認証装置に替えて指静脈を用
いた生体認証装置 (写真 2)を導入し､入口には
認証装置に連動した防犯カメラを設けている｡こ
のシステムでは施設入館時にカー ド等の携帯が不
要であるので､利用者のカー ド不携帯による入館
制限が原理的に起こらず､利便性が向上した｡ま
た､別人のカー ド等で入館するという成り済まし
の防止等にも効果的である｡
本施設の飼育室､実験室の空調系統は､多くの
動物実験施設同様､全外気エアハントリングユニ
ットによる単 一ダクト方式をとり､水平式ユニッ
トを第一期工事分に4台､第二期T.事'*に14台設
置し､第二期工事分では用途別に比較的細かいゾ
ーニングを試みている｡なお､居室 ･洗浄室系統
はファンコイル方式である｡第二期丁事竣工から
4年間は飼育室 ･実験室系統は全館24時間空調で
あったが､その後､経費削減を目的に実験室系統
のみ8時間空調となったようである｡また､各室
の設定温度は筆者が着任 した平成19年までは夏
28℃､冬20℃､ファンコイル系統のみ夏冬ともに
23.5℃の設定となっており､利用者からの苦情が
殺到していたDこれらの設定値の根拠については
写真3 小動物用Ⅹ線cT装置 (左)及び超高感
度化学発光 ･蛍光 E-nvJVOイメージング装置 (右)
本会報第4号に当時の施設管理者によってその導
入経緯が紹介されているが､筆者らにはそのロジ
ックが今一つ理解できなかったので､平成 19年度
より本来の運用設定値と思われる 23.5±1℃に変
更し､冷暖房容量の不足分は別に冷暖房機を設置
して補っている｡
〔平成 19-20年度の室改修 ･設備更新〕
(1)オープンラボ区域 (研究推進ラボ)の整
備
本施設には元々イヌ飼育室が第一期工事分 1階
に6室 (最大88頭収容可能)､第二期工事分3階に3
室 (最大70頭収容可能)あり､最大158頭のイヌを
収容することが可能であった｡しかしながら､近
年ではイヌの収容数は激減しており､何年も前か
ら第一期工事分のイヌ飼育室にはブタを収容し､
イヌの収容に関しては第二期工事分3階の飼育室
1室のみでその要求量を満していた｡そこで､スペ
ースの有効利用の観点から第一期工事分1階を改
修し､セミバリア方式のマウス ･ラット飼育室及
びBSL2レベル感染実験室を併設したオープンラ
ボ区域 (研究推進ラボ)として整備した (現在､
平成18年度科学振興調整費 ｢岡山大学ナノバイオ
標的医療の融合的創出拠点の形成｣に使用)｡この
区域には､(樵)日本クレア製の陽圧型一方向気
流式飼育架台3台を設置し､実験室には､安全キ
ャビネット3台､小動物用Ⅹ線cT装置 1台及び
超高感度化学発光･蛍光J〝川ノ0イメージング装置
2台 (′J､動物用X線CT装置以外は通常の実験
用と感染実験用として)を設置し､筆者らが機
器管理者となり運用している (写真3)0
なお､第一期工事分 1階に収容 していたブタ
は､第二期工事分3階にあるイヌ飼育室1室を再
整備 し､ペン型のブタ用飼育架台を設置するこ
とで対応 した (写真4)｡これによりブタの飼育
環境が動物福祉に配慮した最新のものにかわっ
67
写真4ブタ 飼 育 室
･>AS-PC洗仲基､L.､､.I 垂 何基 マウス飼fr'革 蒜 毒 マウス火■基 マウス飼育宅 マウス飼fF竜マウス肝抄紙基部門農掃用 巾やI.u一三一才 歪…芸
耶f姐 ､√1P9!PS マウス粥背鼻 マウス的廿等 マウス■fF笥 空DIBlt&串EV
凶 1 5階マウスバリア区域平面図
点線は改修前の導線を､実線は改修後の導線を
示す｡AC:滅菌機室､AL:エアロック室､AS:
エアシャワー室､EV:エレベータ､PB:パスボ
ックス､PS:パイプスペース
ただけでなく､1階の飼育室と3階の中型動物
実験室間でのブタの移動が不要となり､ブタを
使用する利用者の利便性も向上した｡また､結
果として､一基しかない大型エレベータを用い
たブタの昇降機会が極めて限定的となったこと
から､本施設の構造上の弱点を著T･､補 うこと
ができるようになった｡
(2)5階SPFバリア区域の改修 ･設備更新
この区域は第二期工事分5Fにあり､元々SPF
マウスの飼育と無菌動物の作出 ･維持 ･実験を目
的として設置された｡筆者の着任時には､無菌動
物の飼育実績はなく､通常のマウスとラットの飾
青とその実験に使用されていた｡この区域はもっ
とも清浄度が要求される区域として運用されてい
たが､この区域-の入退出には洗浄室を横切る必
要があった｡そこで､平成 19年度に職員以外使用
しておらず､清掃もされていない トイレと物置代
わりとなっていた同区域の管理室を､パスポック
写真 5 5階マウス飼育室の陽圧型一方向気流
式飼育装置
写真 6 4階マウス飼育室の除圧型一方向気流
式飼育装置
スを有したエアロック室と更衣室に改修し､同区
域-の入退出の動線を変更した｡この結果､この
区域-の入退出は洗浄室を横切る必要がなくなり
動線的もすっきりとした形となった (図 1)｡さら
に､筆者の前任地である愛媛大学おいて利用者や
動物実験施設職員の評価が高かった (樵)精研製
の陽圧型一方向気流式飼育装置 25台 (1735ケー
ジ分)を導入し (写真 5)､この区域をマウス専用
区域に用途を変更した｡この飼育設備更新によっ
て､この区域に設置した飼育架台はすべて動物か
らの臭気を直接排気ダクトに排出する方式に変更
となったので､同区域の動物実験環境が劇的に改
善された｡この陽任型一方向気流式飼育装置の詳
細は本会報第 18号を参照して頂きたい｡また､こ
れとは別に4階小型動物実験区域の一部にも､愛
媛大学から無償供与された陰圧型一方向気流式飼
育装置 10台を設置し (写真 6)､部分的ではある
が同区域の動物実験環境の改善にも着手したとこ
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ろであるO
〔おわりに〕
医学や生命科学研究に欠かすことができない動
物実験技術は､急速に進歩 ･発展している｡しか
しながら､限られた予算､人貞及びスペースで動
物実験施設がこれに対応していくには極めて難し
い｡本施設は本稿冒頭に記載したとおり､国立大
学医学部に動物実験施設が設立されはじめた昭和
40年代に中四国地域最初の本格的な動物実験施設
として誕生した｡この背景には鹿田キャンパスに
おけるイヌの飼育にまつわる諸問題の解決ととも
に昭和 33年に米国から本学がいち早く導入した
癌研究用純系マウスの存在を無視することができ
ない｡その後､本施設は中型動物の実験を主体と
した動物実験施設-と舵を切ったが､本学で行わ
れている多くの医学 ･生命科学研究の現状を鑑み
ると､この決定は今となってみれば悔やまれると
ころである｡筆者らが考える動物実験施設の使命
であり､存在意義は､実験の手技や方法論が急速
に進歩している現在､過去の経緯に縛られず､こ
れに対して臨機応変に対応し､医学 ･生命科学研
究者にとって必要な研究環境を整備していくこと
である｡その思いから筆者らは2年間の限られた
時間の中で施設の根本的な運用方法の変更に始ま
って､今回､紹介した飼育室 ･実験室の改修及び
飼育設備の更新を実施したことを記しておきたい
また､これらを実施する上で､予算の確保等では
本学の研究交流部研究交流企画課の事務職員各位
にご尽力頂いた｡さらに､愛媛大学からは本施設
にとって最新型の飼育装置を無償で提供して頂い
た｡この場を借りて感謝したいと思う｡
